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         『学びのすすめ』 
  

             井原市ふれあいセンター運営委員会 

                    会 長  山本 章夫 

 

 子どもが親にたずねます。「なぜ、勉強するの」、方程式や因数分解、

化学反応式、歴史上の出来事、年号、どれをとってみても大人になっ

てあまり必要なこととは思えません。 

しかし、多くの人が高校や大学へ進学しています。学歴のためだけ

ならむなしいことです。はやく社会へ出て働けば本当に役に立つこと

が体験できる、と思う人もいます。なぜ、学校では社会人になって役

にもたたない事を、学ばなければならないのでしょうか。 

 世の中へ出てダメになる人は、決まって根気と気力のない人です。

それを学校の勉強でトレーニングしているのです。トレーニングして

いないチームは試合に出ても勝ち目がありません。 

 すなわち、社会が求めているのは小手先の器用さでなく、向上心を

もった幅広い学びを志す者及び鍛錬をとおして何事にもくじけない強

い心の持主です。以上子どもの学びですが、大人も同様です。 

 学びは脳の活性化、若返りの秘訣です。おおいに学びましょう。 
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  ふふれれああいい七七夕夕ままつつりり  
７月２日の土曜日、雨を心配しながら、「ふれあい七夕まつり」が開かれました。 

昼間の準備、祭りが終わるまで何とか雨から逃れることができました。毎年 O さ

んが、晴天を祈ってテルテル坊主を木の枝に下げてくださっています。 

短冊には「家族みんなが元気で暮らせますように」を始め、「東北の復興を願っ

て今日も手を合わす」という東日本大震災で被災された方々への思いを書かれた

ものもありました。 

山本実行委員長の「被災された方々の生活が取り戻されるまでは、心の空は晴

れません。」と言われたことが印象深く残っています。 

 

     
 

アトラクションでは、「琴瑛会」の皆様による胸に染み入る大正琴の演奏、昨年

から荏原公民館の教室で活動している「荏原新九郎太鼓」の勇壮な演技がありま

した。また、子ども会、女性有志の会などによる各種の夜店も並び、昨年よりも

多い約 350 名の来場者がありました。後半は、恒例の子ども神楽の観賞そして福

の種がまかれました。最後は花火と楽しく夏の一夜を過ごしました。今年も手作

りの良さがあふれ、交流をいっそう進めるふれあい七夕まつりになりました。 
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井井原原市市ふふれれああいいセセンンタターー運運営営委委員員会会  
 

６６月月２２日日（（木木））にに運運営営委委員員会会がが開開催催さされれままししたた。。昨昨年年度度のの事事業業報報

告告やや平平成成２２３３年年度度のの活活動動のの重重点点、、事事業業計計画画ににつついいてて協協議議しし、、今今年年度度

もも「「人人間間性性豊豊かかななままちちづづくくりり」」とといいううテテーーママののももとと、、生生ききががいいののああ

るる人人生生ををめめざざししてて、、体体験験とと交交流流がが深深ままるるよよううにに、、各各事事業業をを進進めめるるここ

ととににななりりままししたた。。  

((11))生生涯涯学学習習ののままちちづづくくりり推推進進ににかかかかわわるる事事業業にに関関すするるこことと。。  

((22))ふふれれああいい交交流流事事業業にに関関すするるこことと。。  

((33))人人権権にに関関すするる教教育育・・啓啓発発活活動動等等にに関関すするるこことと。。  

以以上上のの３３点点をを事事業業のの柱柱ととししてて、、運運営営ししてていいここううとと話話しし合合わわれれままししたた。。                       

  ままたた、、「「囲囲碁碁講講座座」」をを、、88 月月 1111 日日((木木))かからら再再開開ししままししたた。。毎毎月月第第

２２・・４４木木曜曜日日（（1133::0000～～1144::0000））でですす。。ごご希希望望のの方方はは当当セセンンタターーまま

でで、、ごご連連絡絡くくだだささいい。。  
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○ダンススポーツ    （毎週水・木曜日 １８：３０～２１：００） 

○パソコン同好会    （毎週火・木・金曜日 １９：００～２１：００） 

○詩舞同好会      （毎週月曜日 １３：００～１５：３０） 

○卓球同好会      （毎週月・金曜日 １０：００～１２：００）  

○大正琴         （第２金曜日 １３：００～１５：３０） 

○３B 体操        （毎週水曜日 １０:００～１２：００）   

 
  

会会  長長  山山本本  章章夫夫  

副副会会長長  片片岡岡  幸幸政政  

副副会会長長  村村上上  雅雅彦彦  

委委  員員  石石井井  博博文文  

委委  員員  上上野野千千菜菜美美  

委委  員員  安安井井佐佐代代子子  

委委  員員  藤藤森森  雅雅和和  

委委  員員  西西山山  義義雄雄  

委委  員員  森森山山    茂茂  

委委  員員  池池田田  孝孝雄雄  

委委  員員  樫樫原原  一一道道  

委委  員員  真真砂砂  浩浩典典  

講座名 学 習 日 時 講 師 

茶 道 第１・３火曜日  １３：３０～１５：３０  藤 井 千 枝 先生 

生 花 第４火曜日  １９：００～２１：００  野 宮 泰 恵 先生 

囲 碁 第２・４木曜日  １３：００～１６：００  神 保 圭 之 先生 

書 道 第２水曜日  １３：３０～１５：３０  大 地 笑 子 先生 

陶芸①・② 第１・３火曜日 
①  ９：0０～１２：００ 
② １３：００～１５：0０ 

 大山 不二彦 先生 
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        予約の必要な体験教室があります。先着順で受付し定員になりしだい、締め切ります。 

有料の場合もあります。お申し込みの時は必ず、井原市ふれあいセンターへ、ご確認 

下さい。（行事はご案内の予定で開催しますが、やむを得ず変更する場合があります。）  

 
 
 電話 ６３－２９２９ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《編集後記》 

 「ニュークリア」は、「原子力開発」とも「核開発」とも訳されています。すなわち、「被曝
ひ ば く

」も「被爆
ひ ば く

」も同じです。そう

ならば、『原子力の平和利用』ということは成り立たない言葉と言えるでしょう。そんなことを思いながら、井原市ふれあいセ

ンター運営委員会で、「当センターは和やかでくつろげる場所」でなければならない、と話し合われたことが鮮明に蘇ってきま

した。その目指すところを基準にして、人的環境や物的環境をどう整えていけばよいのか、共々考えたいものです。 

月 日  曜  

８ ２０  土 親子押し花アート 

１０ ２１  金 利用者代表者会 

１１ 未定  荏原の史跡めぐり 

１１ ２３  日 ふれあい文化祭 

１１ 未定  親子そば打ち体験会 

１２ ９  金 センターまつり実行委員会 

１ ５  木 小学生習字教室 

２ １２  日 ふれあいセンターまつり  

２ 未定   子ども映画会 

３ 未定   大人の料理教室 

３ 未定  ふれあいコンサート 


